
12 月の行事予定 

日 曜   行事 きらり 

1 日   

２ 月 マラソンスタート 太極拳  

３ 火 自然観察会（ひかりのすだち・あんず・りんご） ワーク 

４ 水 （そらのすだち・あんず・りんご） 

集金締切日 ワーク 

 

５ 木 （かぜのすだち・あんず・りんご）ちいさなおなべの会 

6 金 リズム おおきくなったかな  

７ 土   

８ 日   

９ 月 避難訓練 妊婦支援 

10 火 鳥羽山公園（すだち）お弁当の日 ワーク        

バス散歩（森林公園・あんず）  

出張ひろば 

11 水 バス散歩（森林公園） ワーク  

12 木 バス散歩（富幕山登山 すだち） どんぐりグループ 

13 金 誕生会 リズム 弘子さんの知恵袋 

14 土   

15 日   

16 月 太極拳 カンガルータイム 

17 火 バス散歩（浜松城） ワーク 出張ひろば 

18 水 バス散歩（浜松城） ワーク  

19 木   

20 金 リズム クリスマス会（長上苑） きらり講座 

21      土   

22 日   

23 月 お茶会 カンガルータイム 

長期休暇支援 

24 火 バス散歩（フラワーパーク） ワーク 太極拳 

絵手紙 

 出張ひろば 

25 水 バス散歩（フラワーパーク） ワーク  

26 木  どんぐりグループ 

27 金 年忘れファミリーデー    お休み 

28 土   

29 日   

30 月 年末年始休暇  

31 火   
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令和元年度テーマ 

 
かこ さとしの世界 
 

見る 食べる 

知る 学ぶ 

1月の予定 

 

7日（火）～9日（木）  自然観察会 

14日（火）       お弁当の日 

20日（月）～24日（金） ファミリーデー 

24日（金）       誕生会 

27日（月）       お茶会 

ランチ券販売  1月 6日（月）～10日（金） 

 

 

 

毎日縄跳びをやっていると、あんず・すだち以外の小さな

子たちが、憧れの眼差しで挑戦し始めるのは毎年の光景で

す。今年も、ももの大藤さなさん和田かれんさんは縄を両手

に持ち、まるで跳んでいるかのような満足気な表情で、大き

い子の中に混じり楽しんでいます。そんな時、「もっと跳ば

せてあげたい」「目標を達成させてあげたい」という気持ち

から、険しい顔になっている自分を顧みて反省します。子ど

もたちの「楽しい」という気持ちを大切に、それぞれの子ど

もたちの縄跳び挑戦を見守っていきたいと思います。加菜子 

～すだちの保護者の方へ～ 

書き初めに使用する仮巻代として 500 円 

を集金します。他の集金と合わせて、集金

締切日４日(水)までに事務室のポストに入

れてください。また、12 日（木）は富幕山

の登山を予定しています。おにぎりを３個

持たせてください。 

年忘れ！スペシャルファミリーデー 

今年を締めくくる年忘れファミリーデー

のお知らせです。今年のテーマ～かこさ

としの世界～から「けんけんぱ」「相撲」

など、昔懐かしく、大事に伝えていきたい

遊びを（伝承あそび）を親子で楽しんでい

きたいと思います。今年もご家族の方々

のご協力をいただき、臼と杵でつく、つき

たてのお餅を用意しています。 

・時間：9：00～12：00 

・持ち物：水筒 

＊駐車場に限りがあるため、一家族一台

で、乗り合わせての来園をお願いします。 

＊終了後は、ご家族での降園をお願いし

ます。 

１１月末で退園しました 

柳 はるかさん（きいちご） 

１１月末で退職しました 

吉用 麻衣子・渡部 佐知子（事務） 

マラソンがスタート 

４～５歳児   中田公園または 

上新屋第二公園 

２～３歳児  ながかみの森 

０～1 歳児   ながかみの庭 

時間帯 ４~５歳児は８時３０分に出発 

    ０～３歳児は体操終了後すぐ 

見学の場合は、口頭ではなく、各クラスの

お知らせメモでお知らせください。 

 

ながかみ保育園に感謝をこめて 

定年退職して６年後の１２月、半ばあきらめかけていた

初孫が誕生しました。昨年度まで当園にお世話になった千

明です。これ以後、私たち夫婦の暮らしは、孫の育児支援を

軸にまわりはじめました。この数年前まで、私は、浜松市東

区役所に非常勤職員として籍を置いておりました。その時、

ここを会場に要保護児童連絡協議会が開催され、私も役所

側の一員として参加する機会がありました。ここで初めて

保育園園長会代表として出席されていた野村弘子先生にお

目にかかったのです。私も長年教職にありましたので、ここ

で出される様々な事例は、自分もかかわり悩み苦しんだ事

例とも重なり、深く心に残りました。とりわけ、野村先生の

幼児教育に対するお考えには共感するところが多く、私の

教職生涯の中では到底実現し得なかった理想の教育の姿が

そこに在ると感じました。 

 それから数年後、千明の誕生を迎えたのですが、息子夫婦

は半田山の賃貸マンションにおり、帰りの遅い夫婦の支援

をするにしても、保育園の助けなしには難しいというのが

私たちの見解でした。しかも、私にとって選択肢は「ながか

み保育園」しかありません。当初息子夫婦も、私がなぜそん

なにこだわるのか理解していなかった節もありました。そ

こで、当園が施設を開放して実施している「子育て支援ひろ

ば」に参加するよう勧めました。私も千明を連れ何回か体験

しました。施設を概観すると、冷たい鉄の遊具は殆どなく、

なだらかな築山や植えられた数々の樹木が、やがて深い森

を形成しそうな気配を漂わせています。建物内に目を転じ

れば、ガラス張りのキッチンと広々とした食堂など、園の目

指す保育の理想が随所に体現されていることが視覚的にも

よく分かりました。 

あるとき千明が職員室までハイハイで遠征したことが

ありました。私はあわてましたが、園長先生はじめ先生方

が、在園児のように接してくださる姿を見て、「保育園は

ここでなければならない」という私の確信は、さらに深ま

ったのです。しかし、入園は希望すれば、叶うものではあ

りません。その後、幾多の紆余曲折を経て、平成２６年４

月、「きいちご」から入園できたのは奇跡に近く、実に幸運

なことでした。まさに「念ずれば通ず」です。 

 

幕末から明治にかけ多くの外国人が、日本を訪れるよう

になりました。彼らは、子どもたちを社会全体が慈しむ日

本社会の伝統を口々に賞賛したそうです。しかし、先の大

戦後、そのよき伝統は薄れていきました。経済発展に伴う

産業構造の変化は、家庭や地域社会の在り方を根底から変

えてしまったのです。地域社会はもはやなく、各家庭も

様々な問題を抱えることになりました。この状況をもとに

戻すことは、今や不可能です。このような中で生まれてき

た子どもたちは、子ども同士や周りの大人たちとの豊かな

交流体験がないまま大きくなっていきます。このことは、

社会生活を営むために必須な能力（社会性）が欠落した子

どもが増加することを意味し、将来的には、私たちの日本

社会を崩壊させてしまう危惧があります。実際、そのよう

な兆候が随所に出てきています。それを防ぐための数少な

い手段として、保育の質の向上等、幼児教育の充実が考え

られます。なぜなら、ここには「豊かな子どもの世界」、

「親以外の大人との豊かな交流の場」というかけがえのな

い体験の世界があるからです。 

おかげさまで、充実した５年間を当園で過ごし小学校に

入学した千明も、まだ在園する聡太も、最近、自分らしさ

を発揮し弾けはじめています。辛抱強く見守ってくださっ

た当園の上質な保育の賜物と深く感謝しております。   

千明・聡太 祖父 伊藤 豪 

 


